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East Asia and Southeast Asia have been maintaining rapid growth since the 1980s owing to the 
R&D spillovers brought about by the inter-process division of labor as a consequence of regional eco-
nomic integrations. This article, based on the framework of Nishioka and Ripoll （2012）, conducted an 
empirical analysis on the relationship between the R&D content of trade in intermediate goods and  pro-
ductivity at the industry level. The results indicated that the estimated value of the coefficient for the 
R&D content from the developed countries was significantly positive, confirming that the R&D spill-
overs through the inter-process division of labor had led to an increase in industry-level TFP. The R&D 
spillovers were particularly noticeable in industries such as machinery, that saw active R&D activities in 
the developed countries. The analysis results remained unchanged, although the R&D activities in the 
East Asia and Southeast Asia were added as an explainable variable. For NIEs, the estimated value of the 
added variable’s coefficient was significantly positive while the estimated value for the R&D content from 
the developed countires was NOT. This suggests that the effects of the R&D spillovers from the devel-
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そこで工程間分業と技術普及の関係について実証分析するにあたって Nishioka and Ripoll（2012）




この Nishioka and Ripoll （2012）の研究開発成分の手法を用いることで，どの国から，どの業種か

















（1）　Coe and Helpman （1995）
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福田（2016）は 1976年から 2006年までの NIEs・ASEAN7ヵ国・地域（韓国，台湾，シンガポー
ル，タイ，マレーシア，フィリピン，インドネシア）の製造業 17業種 データに基づき，同地域の先
進国からの中間財投入を経路とした技術普及に関する実証分析を行った。Coe and Helpman （1995）
と同様に，先進国からの中間財投入額をウェイトとして先進国の研究開発ストックを積み上げて説明
変数として扱った。
log Fcit＝αcit＋βfi log S ficit＋Dc＋Di＋Dt＋εcit
if f
cit c it cic i t c i t
c c i
S S imd S′ ′ ′ ′ ′
′ ′ ′∈ ∈ ∈









さらに Coe and Helpman（1995）と同様に，先進国からの輸入規模を考慮したモデルを構築する。
ただ算出された研究開発ストック全体に対して輸入規模の調整を直接行うのではなく，投入されたそ
れぞれの業種の中間財について調整している。
log Fcit＝αcit＋βMfi log M·Sficit＋Dc＋Di＋Dt＋εcit
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（3）　Nishioka and Ripoll （2012）






D＝[D1 D2 … Dh … DN],　Dh＝[Dh1 Dh2 … Dhj … DhG]
ちなみに Dhjは h国 j産業の生産一単位に不可欠な研究開発ストック額である。Dは産業レベルの研
究開発ストック Sと最終財生産高 Qの間で以下のような関係となることから算出される。
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Shjは h国 j産業の研究開発ストック，Qhjは h国 j産業の最終財生産高である。
中間財の生産高 Iは最終財生産高 Qに産出投入係数 Bをかけあわせることで算出される。
そして研究開発成分 Fについてまず直接的な一回きりの中間財投入に含まれる研究開発成分は以
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業種別に見た研究開発成分は前節 2（3）で説明した Nishioka and Ripoll（2012）の手法で算出し
ている 6。国際産業連関表は独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所が作成・公表している
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た。OECD Patent Statisticsからアジア地域の居住者による優先日に基づく PCT特許出願数の，特許
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β1研究開発成分 0.024*** 0.085*** －0.01 0.026*** 0.092*** －0.017**
（0.005） （0.009） （0.007） （0.006） （0.010） （0.008）
β0 Constant 4.057*** 3.987*** 4.276*** 4.172*** 3.621*** 4.351***
（0.096） （0.152） （0.111） （0.085） （0.182） （0.120）
Observations 3,238 1,157 2,081 3,238 1,157 2,081
R-squared 0.611 0.697 0.635 0.611 0.700 0.635
（注） 高研究開発業種は，⑤化学，⑥医薬品，⑬一般機械（事務用機械含む），⑭電気機械・情報通信機械，⑮輸送機械，⑯精密
機械。低研究開発業種はそれ以外の 11業種。下段カッコ内は標準誤差。***は 1％有意水準，**は 5％有意水準，*は 10％
有意水準。
（出所）筆者作成。




























表 2　NIEs, ASEAN4 & China, 機械 4業種の分析結果
説明変数
実証モデル（1） 実証モデル（2）
（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8）







β1研究開発成分 0.024*** 0.008 0.030*** 0.080*** 0.026*** 0.002 0.036*** 0.088***
（0.005） （0.008） （0.008） （0.011） （0.006） （0.008） （0.009） （0.012）
β0 Constant 4.057*** 4.623*** 4.295*** 3.634*** 4.172*** 4.684*** 4.375*** 3.709***
（0.096） （0.101） （0.116） （0.224） （0.085） （0.109） （0.126） （0.196）
Observations 3,238 1,258 1,980   772 3,238 1,258 1,980   772
R-squared 0.611 0.611 0.612 0.762 0.611 0.611 0.612 0.765
（注） 機械 4業種は，⑬一般機械（事務用機械含む），⑭電気機械・情報通信機械，⑮輸送機械，⑯精密機械。下段カッコ内は標
準誤差。***は 1％有意水準，**は 5％有意水準，*は 10％有意水準。
（出所）筆者作成。
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0.086 0.051 0.136 0.550 





0.298 0.032 0.131 0.464 
0.036 0.029 0.028 0.060 
*** *** ***
R2 0.250 0.024 0.543 0.531 0.139 0.149 0.366 0.436 





⑯精密機械。下段は標準誤差。***は 1％有意水準，**は 5％有意水準，*は 10％有意水準。
（出所）福田（2016）表 5-6，89頁。

























機械 4業種 低研究開発 
業種
NIEs ASEAN4 &  China
β1研究開発成分 0.025*** 0.082*** 0.074*** －0.011 0.002 0.033***
（0.005） （0.010） （0.012） （0.007） （0.009） （0.008）
β2特許出願累積数 －0.0143 0.0362* 0.0452* －0.0511*** 0.0322*** －0.0539***
（0.010） （0.020） （0.026） （0.016） （0.012） （0.014）
β0 Constant 4.490*** 3.480*** 3.358*** 4.984*** 4.258*** 5.758***
（0.123） （0.205） （0.275） （0.142） （0.097） （0.134）
Observations 3,234 1,157 772 2,077 1,258 1,976
R-squared 0.612 0.698 0.763 0.637 0.613 0.615
説明変数
実証モデル（4）




機械 4業種 低研究開発 
業種
NIEs ASEAN4 &  China
β1研究開発成分 0.027*** 0.089*** 0.083*** －0.018** －0.004 0.038***
（0.006） （0.010） （0.012） （0.008） （0.009） （0.009）
β2特許出願累積数 －0.014 0.035* 0.042 －0.052*** 0.035*** －0.053***
（0.010） （0.020） （0.026） （0.016） （0.012） （0.014）
β0 Constant 4.565*** 3.088*** 3.458*** 5.252*** 4.193*** 5.802***
（0.109） （0.234） （0.250） （0.152） （0.083） （0.148）
Observations 3,234 1,157 772 2,077 1,258 1,976
R-squared 0.612 0.701 0.766 0.638 0.613 0.615
（注） 高研究開発業種は，⑤化学，⑥医薬品，⑬一般機械（事務用機械含む），⑭電気機械・情報通信機械，⑮輸送機械，⑯精密
機械。低研究開発業種はそれ以外の 11業種。機械 4業種は，⑬一般機械（事務用機械含む），⑭電気機械・情報通信機械，
⑮輸送機械，⑯精密機械。下段カッコ内は標準誤差。***は 1％有意水準，**は 5％有意水準，*は 10％有意水準。
（出所）筆者作成。
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1 Coe and Helpman（1995）の輸入を通じた技術普及について Keller（1998）が異議を唱えている。彼は，mcc′に輸入シェア
ではなく，ランダムな数値を当てはめてもβfは正で有意であることを示すなどして技術普及の経路は輸入以外に存在するこ




2 Coe and Helpman（1995）はパネル時系列データの処理に不十分であるなどの問題を抱えており，係数に対する推計値にバ
イアスが生じていた。そのため，同論文では係数に対する推計値の t値等を報告していない。2000年代前半に確立したパネ
ル時系列データ処理方法を使って再度分析を行ったのが Coe, Helpman and Hoffmaister （2009）であった。その分析結果は
Coe and Helpman （1995）の結論を裏付けるものであった。





した研究開発ストックを算出しているが，各国の産業連関表はすべて米国のもので代替している。Schiff and Wang （2006）
は 1976～1998年までの OECD15ヵ国に，途上国 24ヵ国を加えた 39ヵ国製造業 16業種のデータを用いて先進国・途上国か
らの輸入を経路とした海外研究開発ストックの技術普及に関する実証分析を行い，先進国からの海外研究開発ストックの技
術普及の影響力に比べて途上国からの技術普及の影響力は小さく，さらにタイムラグが伴うことが明らかとなった。海外研
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